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今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n

只
見
お
も
し
ろ
学
ク
イ
ズ

（
問
題
）

　
「
あ
め
よ
ば
れ
」は
、隣
近
所

の
婦
人
を
招
い
て
ご
ち
そ
う
す

る
こ
と
で
す
が
、ど
の
よ
う
な
も

の
を
ご
ち
そ
う
し
ま
す
か
。

　

①
の
ど
あ
め

　

②
わ
た
あ
め

　

③
水
あ
め

　

④
こ
お
り
あ
め

（
答
え
は
23
ペ
ー
ジ
で
す
）

ブナりん

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
実
施
し
て
い

る「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、短

大
、大
学
、専
修
学
校
、各
種
学
校
や
外

国
の
高
校
、大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す

る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

●
融 

資 

額

　

３
５
０
万
円
以
内

　
（
子
ど
も
１
人
に
つ
き
）

●
金　
　

利

　

年
１・７
８
％

※

母
子
家
庭
な
ど
は
年
１
・３
８
％

　
（
平
成
30
年
11
月
12
日
現
在
）

●
返
済
期
間

　

15
年
以
内

※

母
子
家
庭
な
ど
は
18
年
以
内

●
問
合
せ
先

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

※

詳
し
く
は
、Ｈ
Ｐ「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
災
害
時
の
行

動
の
ポ
イ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ「
防
災

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ　

福
島
県
版
」が
Ｎ
Ｔ
Ｔ

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
か
ら
発
行
さ
れ
、１
月

に「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」と
一
緒
に
県
内
の
全

住
戸
・
全
事
業
所
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

付
録
と
し
て「
公
衆
電
話
＋
避
難
所

マ
ッ
プ
」も
付
い
て
い
ま
す
の
で
、災
害
発

生
時
は
も
ち
ろ
ん
、い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０-

５
０
６
３
０
９

　

受　

付
／
平
日
午
前
９
時
〜午

後
５
時

　

定
休
日
／
土
日
祝
日
、年
末
年
始

　

福
島
県
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改

定
さ
れ
、パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

●
福
島
県（
地
域
別
）最
低
賃
金

　

平
成
30
年
10
月
１
日
発
効

　

時
間
額
／
７
７
２
円

▽
産
業
や
職
種
に
関
わ
り
な
く
、県
内

で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

▽
平
成
30
年
12
月
よ
り
特
定
の
産
業
に

つ
い
て
設
定
さ
れ
、「
地
域
別
最
低
賃

金
」よ
り
も
高
い
金
額
水
準
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ「
福
島
県
最
低
賃
金
」

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

福
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
４

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き
は
、毎

年
３
月
に
集
中
し
、窓
口
や
車
検
場
が

大
変
混
雑
し
ま
す
。名
義
変
更
や
住
所

変
更
、廃
車
、車
検
な
ど
の
手
続
き
は
２

月
中
に
行
う
な
ど
、で
き
る
だ
け
早
め

に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

住
所
／
福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54

　

登
録
・
検
査
関
係
に
つ
い
て

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
５

日
本
政
策
金
融
公
庫
よ
り

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
よ
り

「
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
よ
り

福
島
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局
よ
り

自
動
車
の
登
録
・
検
査
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

2
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

●
水
道
使
用
料（
４
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
２
月
分
）



「
相
続
登
記
は

　
お
済
み
で
す
か
！
月
間
」

　

福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
を

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
！
月
間
」

と
し
て
、
県
内
各
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い
て
、

無
料
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　
「
亡
く
な
っ
た
人
が
多
額
の
借
金
を

残
し
て
し
ま
っ
た
」「
相
続
人
の
中
に

行
方
不
明
の
人
が
い
て
協
議
が
で
き

な
い
」「
登
記
の
名
義
人
が
先
々
代
に

な
っ
て
い
る
」な
ど
様
々
な
相
談
が
可

能
で
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
司
法
書
士
の
取
扱
業
務

　

・
土
地
、建
物
の
登
記

　

・
相
続
、遺
言

　

・
会
社
の
登
記

　

・
成
年
後
見

　

・
多
重
債
務
、法
律
相
談　

な
ど

●
無
料
相
談
予
約
番
号

　

あ
い
づ
司
法
書
士総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０（
81
）５
５
３
９

●
問
合
せ
先

　

福
島
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
４（
５
３
４
）７
５
０
２

▲果敢にコースを攻める選手の皆さん

 ４日 仕事始め式（広域消防只見出張所、あさひヶ丘、
  役場町下庁舎）、臨時庁議
 ６日 只見町消防団出初式
 ７日 只見町新年交歓会
 ８日 奥会津五町村活性化協議会役員会
 ９日 年始知事懇談会（福島市）、
  県関係機関及び新聞社等年賀挨拶（～１０日　福島市）
 １１日 定例庁議
 １６日 南会津地方環境衛生組合管理者会、
  南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
  南会津地方広域市町村圏組合議会臨時会（南会津町）、
  南会津地方環境衛生組合議会臨時議会（下郷町）、
  只見町商工会新年懇親会
 １７日 只見ふるさとの雪まつり雪運搬開始式、
  会津大学との連携に関する打合せ
 １８日 只見町農業再生協議会総会、
  只見川電源流域振興協議会事業ヒアリング

〈1月分〉

　１月２７日、県スキー連盟公認の「第４６回只見毎日杯ジャイア
ントスラローム大会」が只見スキー場で行われ、町内外の６歳から
８４歳までの計６８名が出場しました。この大会は只見町、町スキ
ー協会、毎日新聞社の共催で、昨年は大雪で中止になったため、２
年ぶりの開催となりました。
　大会は、年齢別に男子１２部門、女子４部門に加え、未就学児
対象のキッズチャレンジ部門を合わせた計１７部門で行われ、２
本の合計タイムで競われました。只見町からは「成年男子４部・男
子大回転」で、只見スキーチームの目黒正さんが１分９秒４の好タ
イムで優勝するなど活躍を見せ、大会は大いに盛り上がりました。

町内外の選手が只見スキー場に集結
「只見毎日杯Gスラローム大会」開催！

 ２１日 町内小中学校受賞報告
 ２２日 南会津地方環境衛生組合予算査定（下郷町）
 ２３日 只見ふるさとの雪まつり実行委員会、
  会津医療センター副センター長来庁
 ２４日 ふくしま防災塾トップ５９（会津若松市）
 ２５日 ユネスコエコパーク連絡調整会議
 ２６日 只見町青少年健全育成主張大会並びに各種表彰式、
  青少年健全育成町民会議専門部会、毎日新聞社との懇談会
 ２７日 只見毎日杯ＧＳ大会、
  自然首都ただみ学術調査研究助成事業研究成果発表会
 ２８日 市町村職員年金者連盟只見会総会及び新年懇親会、
  只見町内小学校海洋教育成果報告会
 ２９日 只見町議会１月会議、全員協議会
 ３０日 福島県病院局長及び保健福祉部長要請活動（福島市）、
  東邦銀行只見支店親和会新年会



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

只見おもしろ学の
　　　答え合わせ!!

21ページクイズ答え
　　　　　　  だよ!!
詳しくはガイドブック
　　　　Ｐ161をみてね♪

ブナりん

③水あめ

あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

★その他にも図書コーナーにはたくさんの本が置いてあります。
リクエストも随時受付けていますので、ぜひご利用ください。

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

（１２月２６日～１月２５日届出分）敬称略

▽
１
月
は
、
県
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
、
警
報
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
高
熱
、
関
節
痛
な

ど
全
身
に
症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
普
通
の

風
邪
と
同
様
、
鼻
汁
、
咳
な
ど
の
症
状
も
み

ら
れ
ま
す
。
ま
れ
に
、
乳
幼
児
は
脳
症
を
、

高
齢
者
は
肺
炎
を
伴
う
な
ど
、
重
症
化
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
受
診
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
今
回
の
雪
ま
つ
り
の
大
雪
像
は
北
海
道
庁

旧
本
庁
舎「
赤
れ
ん
が
庁
舎
」と
い
う
こ
と
で
、

会
場
で
は
連
日
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
号
が
発
行
さ
れ
る
と
き
に
は
、
ち
ょ
う
ど

雪
ま
つ
り
開
催
中
で
す
。
只
見
町
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
雪
ま
つ
り
に
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
！（

三
瓶
）

只見振興センター
図書室☎82-2141

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
星　　　　　恭 94歳 小　林

五十嵐　テツ子 94歳 小　林

飯　塚　　　環 92歳 坂　田

吉　津　行　雄 90歳 長　浜

酒　井　ハ　ル 100歳 只　見

佐　藤　トモエ 94歳 長　浜

馬　場　富　惠 94歳 只　見

天　坂　慶　子 78歳 小　林

五十嵐　善　治 85歳 長　浜

野　中　悠　理（女／智 之・聡 子）福　井
ゆ う り

■お誕生おめでとうございます

人　口　４，２２５（－１０）
　男　　２，０７３（－　７）
　女　　２，１５２（－　３）
世帯数　１，８５９（－　３）
高齢化率　　　４５．９１％

転入 5　　転出 6　　出生 1　　死亡 10

平成31年1月1日現在

生涯学習サポーター
五十嵐愛

　1968年12月10日、府中で起きた未
解決事件。あの日、何があったのか―
―。超話題作、緊急発売！
　この場を借りて、ひとつの告白をさ
せていただきます。――府中三億円事
件を計画、実行したのは私です。今な
お語り継がれる未解決事件、完全犯
罪として成立している事件の全貌を、
皆さんにお話しいたします。1968年12
月10日に東京都府中市で起きた『三
億円事件』。「その犯人は、私です。」

　奇しくも事件から５０年目を迎える今年8月、突如インターネットサイ
トに投稿された小説によって、日本中が話題騒然となった。あの日、何が
あったのか――。昭和を代表する迷宮入り事件。ネット騒然の話題作、
緊急発売!!

白田/著（ポプラ社）

古市憲寿/著（文藝春秋）

★平成くん、さようなら

★府中三億円事件を計画・実行したのは私です。

　平成を象徴する人物としてメディ
アに取り上げられ、現代的な生活を
送る「平成くん」は合理的でクール、
性的な接触を好まない。だがある日
突然、平成の終わりと共に、安楽死を
したいと恋人“愛”に告げる。愛はそ
れを受け入れられないまま、二人は
日常の営みを通して、いまの時代に
生きていること、死ぬことの意味を問
い直していく。なぜ平成くんは死にた
いと思ったのか。そして、時代の終わ

りと共に、平成くんが出した答えとは―――
　若者の視点から現代日本について考えてきた著者が、軽やかに、
鋭く「平成」を抉る！


